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日曜日はほとんど勉強しません。


  冒頭の日本文を英語で表現するにはどうしたらよいでしょうか。はっきりと「勉強しない」というのであれば、NOTを使えばよいのです。しかし、「ほとんど～ない」というのですから、少しは勉強するのでしょう。試験前とかね。
　今回は、明確な「否定」表現（not,never等）だけでなく、日本語のこのような表現をどう表現するかについてご紹介いたします。



(1)基本的な否定表現
　私たちがこれまで学習してきた英語の中で、明確に「否定」を表す語として、次の２つが思い出されることでしょう。一つは not, もう一つは never です。
 ①NOT
  これは副詞としての働きがあります。副詞が修飾するのは、動詞・形容詞・副詞・文です。この not については位置関係が問題になります。
 be 動詞の場合：主語 ＋ be 動詞 ＋ NOT ＋ ～
 一般動詞の場合：主語＋ (do) NOT ＋ 一般動詞 ＋ ～


  注意すべき用法として、名詞を否定する用法もあります。
　(a) I saw not a person on the street.  （通りでは人っ子一人出会わなかった）
　　●この場合、単数形の名詞を否定していることになります。単数形を否定することにより、「一人すら～ない」       のように、とても強い意味になります。
 ②NEVER
  not よりも強い否定を表す、と言われています。副詞ですから not と同じ用法です。
  (b) I have never seen elephants before. 
　　（像を見たことは今までに一度もありません）
 ③NO, NO-  （ no は「０」(ｾﾞﾛ)を表します）
 noは形容詞として用いられます。ということはno の後には名詞が続きます。no と一緒になった語として、nobody(誰も～ない)や、nothing(何も～ない)という代名詞も誕生し
ています。文の主語や目的語として使われます。また、no one がくっついた none（一
人も～ない）という語もあります。また
 no = not any
 に分けることも可能です。

　(c) I have no money with me. = I don't have any money with me.
  注意：noを含む表現は日本人にはとても難しい印象を与えます。慣れるしかないのですが、まず「０」（ゼロ）          であることを念頭に置くようにしましょう。
(2)準否定語
  上で述べたように、明らかに「否定」を表す語とは異なるものがあります。「ほとんど～ない」とか、「めったに～ない」という日本語がそれです。以下の例文を比較してみましょう。
 (d) There are few students in the room. 
（その部屋には生徒がほとんどいません）
 (d)' There are not any students in the room. 
（その部屋には生徒は一人もいません）
例文(d)'は not anyですから、noと同じ意味で用いられています。(d)''と同じ意味です。
 (d)'' There are no students in the room.  生徒は一人もいない、という意味ですね。それに対して(d)はどうでしょうか？Few[ﾌｭｰ]という語は、ある母集団を対象とした場合に、その数が非常に少ないことを表します。ですから、生徒はいるにはいるが、その数が非常に少ないことを表します。日本語にした場合にはむしろ「否定」に訳した方がすっきりすることがあります。このような語のことを「準否定語」といいます。
　同様の使い方をする語に、littleがあります。使い方は次のようになります。
 few ＋ 複数（の語）形[数を表す語]
 little ＋ 単数形       [量を表す語]
  これらは形容詞として用いられます。

  （注）次のように、a をつけた表現 a few ～、a little ～があります。「いくつかの～」と訳すこともありますし、「２，３の～」と訳す場合もあります。a を使わない場合との大きな違いは、次のようになります。
a few/ a little ～「肯定的な意味」（いくらかある）
   few/ little ～　「否定的な意味」（ほとんどない）


 (e) There is little wine in the bottle.（そのビンにはワインはほとんど残っていません）
  今度は副詞の例を考えてみましょう。
 (f) He seldom goes out on Sundays.
   (彼は日曜日はめったに外出しません）
 (g) There was hardly any hope of his recovery[ﾘｶｳﾞｧﾘ] soon.
  （彼がすぐ良くなる見込みはほとんどなかった）
この２つの語は副詞で、(f)は「めったに～ない」を表し、(g)は「ほとんど～ない」の意味を表します。他の語と併せてまとめておきましょう。
  seldom[ｾｵﾀﾞﾑ], barely[ﾍﾞｱﾘ]めったに～ない  [頻度を表す副詞]
  hardly[ﾊｰﾄﾞﾘ], scarcely[ｽｹｱｽﾘ]ほとんど～ない[程度を表す副詞]
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